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１. 最大電力量について

現状において、四国電力の発電能力が老朽化力に依存していることは、県見解通り。

であるからこそ、当会は、４年前から、早期のガスコンバインドへの転換を提案しているの

である。記述にある２６年度冬季にあった「電力不足が生じかねない事態」というのは、逆

説的に言えば、原発停止後「一度しかなかった」ともいうべきである。

ガスコンバインドへのリプレースに７～８年を要するという見解には誤りがある。資源エ

ネルギー庁「高効率火力発電の導入推進について」（２５年４月）には、「従来 3 年程度かか

る火力のリプレースを 1 年強程度に短縮（発電所設置の際の環境アセスメントの迅速化等に

関する連絡会議中間報告（環境省・経済産業省））との記載があり、長くとも３年と考えるべ

きである。実際、東京ガスや大阪ガスのガスコンバインド発電所は、３年かからないで導入

されている。

当会などは、福島原発事故直後から、早期のガスコンバインドへの切り替えを提案してい

るにもかかわらず、四国電力は「老朽火力のフル活動論」を繰り返すのみである。単に原発

に拘泥するためだけの理屈である。

２. 伊方原発コストについて

当会が、四国電力値上げ申請所から確認した原発関連費用は、８９８億円である。四国電

力策定の費用との差異は、伊方の追加安全費用２４３億円、バックエンド費用８９億円、人

件費△６３億円などと考えられる。廃炉に伴い減少する費用は、燃料費、使用済み燃料処理

費、などに加え追加安全対策費、電源開発促進税（一部）、バックエンド費用、原子力賠償機

構負担金であり、これらが必要なくなれば、原価不足額を下回るとみる必要がある。

それよりも重大なことは、原発は「維持費に１１兆円+毎年１．２兆円+安全対策費に２．

４兆円以上」（当会説明資料６～７ページ）必要であること、さらに「発電コストそのものが、

原発事故収束コストがいくらになるかもわからない中で、いくらまで増えるか見当すらつか

ない」ことである。（当会説明資料８～９ページ）

３. 新規制基準の問題点について

新規制基準は、以下の通り、世界一厳しいなどとは言えない。

①  国会事故調査委員会や原子力専門家の「地震動そのものによる配管破断の可能性が高

い」との指摘を踏まえておらず、福島原発事故の原因究明に基づいていない。

② テロ攻撃や航空機事故の直撃等は想定されていない。

③ 水素濃度基準（１３％）はあるものの、炉心溶融時の水素爆ごうへの対応など、シビ

アアクシデントへの対応策がおざなりである。また、炉心溶融を防ぐためのコアキャッ

チャーは設置義務化されていない。

④ 南海トラフ地震では、火力発電所の津波被災で８ケ月間以上の長期広域停電が警告さ

れているが、規制基準は 1 週間耐えればいいとしている。おり、四国電力の説明でも最

大 14 日間しか電源確保はできないとしている。

⑤ 避難計画は規制基準に入っていない。愛媛県が策定した避難計画は、原発から西の佐

田岬半島に住む住民約５０００人が４時間で集合し、フェリーで避難するという、高齢

者や障がい者を無視した非現実的なものである。

４. 放射性廃棄物処理について

県見解にある通り、原発再稼働をしなくとも、「核のゴミ」の処理は、今後、対応しなけれ

ばならない課題である。重要なことは、行先も決まらず、伊方の使用済み燃料プールではあ

と８年分しか貯蔵することのできない核廃棄物をこれ以上増やさないことである。



ＭＯＸ燃料の処理について、「再処理した場合の冷却金はウラン燃料と同じ」としているが、

その際処理に何らの見通しがついていないのである。

日本原燃は、六カ所再処理工場の完成時期を 2016 年 3 月の完工と発表してるが、実に２

２回目の延長である。すでに 2 兆 2000 億円を投入し、運転・保守費用に 6 兆円が必要とされ、

｢原発 1 年分の放射能を 1 日で出す｣とされる再処理工場には運転のめどすら立っていない。

プルトニウム利用政策の中核を担うはずの高速増殖炉「もんじゅ」は、一昨年１１月に発覚

した１万点近い点検漏れに対し、原子力規制委員会は昨年５月「安全管理体制が改善される

まで無期限で運転再開準備をしないこと」を求め、本年１１月、ついに、機構を管理主体と

して不適切と判断した。世界的に断念されている高速増殖炉に今なお一日 5,500 万円の維持

費をつぎ込んでいるもんじゅの運転再開は不可能というのが正解である。

さらに付言すれば、ＭＯＸ燃料に利用できるのは、使用済燃料の 2％に過ぎないプルトニ

ウムだけであり、あとには、使用済み核燃料の 98％という膨大なウラン 238 の核のゴミが残

るのである。


